
児童の資料読み取り能力を向上させる社会科の実践

教職実践基礎領域宇佐見建

I　問題の所在と本研究の目的1　現代の子供に必要な能力と取り組みたい社会科
の授業
現代を生きる子供には様々な能力や資質が求められ

ている
。その一つに情報活用能力かおる。この能力は

現代を生きる子供にとって
、必須な能力であるといっ

ても過言ではないであろう
。なぜなら、子供が幼い二

ろから
、その周囲にはパソコンやスマートフォン、携

帯電話、子レビ、その他さまざまな情報通信機器が溢
れているからである

。そして、それらから得られる情

報を正しく活用していく能力は
、子供を犯罪から守っ

ていくために
、また、この情報社会を生きていくため

に、幼いころから身につけさせていくことが必要であ
ると考えられる。
私は
、社会科の授業を通してこの情報活用能力を向

上させたいと考えた。そのように考えた根拠は、詳し
くは後述するが

、情報活用能力と、社会科で育成が求

められている資料活用能力の二つの内容には類似点が
多いと考えられるからである

。そのため、社会科にお

ける資料活用能力を向上させることは
、直接、情報活

用能力を向上させることに繋がるのではないかと考え
た。私はそのような社会科の授業実践をデザインして
いきたいと考える。

2　文部科学省の発表とサポ
ーター校の児童の実態

現在
、社会科で向上させていくことが特に求められ

ている資質
・能力は何か。その一つに資料活用能力か

おる
。文部科学省が平成28年12月に開示した文書で

は､｢資料から読み取った情報を基にして社会的事象の
特色や意味などについて比較したり関連付けたり多面
的・多角的に考察したりして表現する力の育成が不十

分｣であるということが現行の社会科の学習指導要
領に刔する課題として述べられている(1)

。

この課題をサポ
ーター校の児童に照らし合わせると、

多くの児童に該当しているように思われる。ます、複
数の資料を比較したり関連付けたりすることが苦手な
ように思われる

。さらに､社会科のテストの解答から、

問題に付随した資料を読み取って解答したり
、問題に

付随した資料を既習事項の知識と関連付けて解答を考
えたりすることも苦手なように思われる

。このことか

ら
、資料を読み取ること、複数の資料を比較したり関

連付けたりすること
、資料に書かれていることを既存

の知識と結びつけることに課題があると考えられる。

3　本研究の目的
そこで、本研究では、児童の資料活用能力を高める社会科･の授業について追究する。具体的には、小学校

6学年社会科の授業において、児童が資料をもとに社会的事象について考えたり想像したりする機会を設け

ることで
、児童の資料の読み取る力が向上するのかど

うか、また、児童が自身の資料を読み取る能力の向上
を実感することができるかどうかを検証することを目
的とする。

n　先行研究について

1　資料活用能力と情報活用能力の関係
ここでは資料活用能力と情報活用能力の内容とその
関係性について述べる。
ます、資料活用能力についてである。資料活用能力は｢既存の資料を収集、選択、読み取り、分析、批判

したり、自ら資料を作成、管理し、そのために必要な情報機器を活用する能力｣と定義されている(2)。これ

を細分化すると、①資料収集、秘資料選択、③資料の読み取り、①資料分析、秘資料批判、⑥資料作成、秘

資料管理、⑧[青報機器の活用という八つの要素に分けることができると考えた。この八つの要素にかかわる

資質・能力を総合的に向上させることが資料活用能力を児童に身につけさせるために必要だと考えられる。

次に情報活用能力についてである。情報活用能力は｢情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくた

めの個人の基礎的資質｣と定義されている(3)。そして、この能力を育むためには、｢情報活用の実践力｣、｢情報

の科学的な理解｣、｢情報社会に参画する態度｣という情報教育の目標の3観点をバランスよく育成する必要

がある。この3観点の｢情報活用の実践力｣の内容を見ると、｢課題今目的に応じで情報手段を適切に活用す

ることを含めて、必要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発

信・伝達できる能力」4)と定義されている。この内容を細分化すると｢①晴報の収集｣、｢秘情報の判断｣、｢③

情報の表現｣
、｢①時報処理｣、｢秘情報の創造｣、｢⑤時

報の発信。伝達｣の要素に分けることができる。これ
らを先はどの資料活用能力の7要素と比較すると、｢収
集｣、｢分析、批判(判断)｣、｢作成(創造、表現)｣と、
内容が類似するものが多いように思われる。このこと
から、社会科における資料活用能力と情報活用能力は
関係かおるのではないかと考える。
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2　 社 会科にお ける情報活用 能力およ び資料活用

能力を高 める先行研究・先行実践について

（1 ）松本(2010) について

松本（201O）では、情報活用能力を社会科で育成す

ることについて述べ られている 。そこでは、ICT

機器以外の媒体も活用して情報活用能力を育成してい

かなければならない としている。この研究では、イギ

リスの″ICT across　the curriculum″の″history″とい

う歴史学習にお ける情報活用能力を育成す るカリキュ

ラ ムプ ランを分析し、日本の社会科にお ける情報活用

能力の育成のあり方についての考察がなされてい る。

その中で、ICT機器以外にも図書や実物、博物館、

実在の人 から聞いたことなど､様々な ものを 情報源（資

料）として活用して授業 を設計してくことが必要だと

述べられてい る。

しかし、この″ICT across　the curriculum ″の視 点

を取り入れ、 日本 の学習指導要領に基づい た、情報活

用能力 を育成するた めの社会科のカリ キュラムプ ラン

の具体例や、それに基づ く授業実践の成果 、その実践

に対す る考察や課題などについ てはこ の研究 の中では

述べられていない。そのため、情報活用能力を育成す

る社会科の実践を行 う必要があると考える。

3　 笠井(2011) について

笠井(2011) は、資料を読み取る力や学び方が身に

ついていないとい う実態 をもつ小学6 年生の児童に対

して行った授業実践研究である 。笠井は、①授業 の

流れを統一する、②資料を読み取る力を児童に分かり

やすい言葉で3 段階に分けたものを示す、③児童の言

葉で資料を見る視点を作成する、④児童の考えを深め

る補助発問をする、⑤歴 史上の人物の考えや願い に焦

点を当てた授業づく りを行 うとい う五つの手立てを設

定している。 これ らの手立てを用いた実践を通して、

「社会科が好き」 と言える児童が増加したとい うこと

が述べられてい る。また、歴史上の人物の考えや願い

に焦点 を当てた授業づくり（手立て⑤）は、社会的な

見方や 考え方をはぐくむ児 童の育成につながったなど

の成果 が見られた とも述べられている。 その一方、こ

の実践では、児童に 自分の考えたこ とを表 現できる能

力は十分に育たなかったとい う課題があげ られてい る。4

本研究で活用する視点

ここではこれまでに述べた先行研究の中から、本研

究で活用する視点を述べる。

ます 、「1　 資料活用能力 と情報活用能力の関係」に

ついてだが､ 本研究では資料活用能力 のうち、「③資料

の読み取り」に重点を置いて研究を進めるこ ととした。

その理由は、本来ならば資料活用能力の7 要素をすべ

て育成するよ うな実践をすべきなのだが、一つの単元

でそれらすべてを扱 うことは困難 と考えたからである。

そこで、資料を正しく、深く読み取る能力が上記の資

料活用能力の要素の④から⑥に影響を与える可能性かあ

ることから、資料活用能力の根幹となる部分である

と考えられる「③資料の読み取り」に本研究では焦点

を当てた。「③資料の読み取り」の資質を向上させるこ

とで、児童の資料活用能力を底上げすることに直接つ

ながり、先述した課題の克服につながると考えた。そ

のため、この資質を向上させるための実践や研究をす

べきであると考えた。

次に、松本（2010）からは、多様な資料を活用する

ことを本研究の視点として取り入れることとした。具

体的には教科書や資料集だけではなく、それら以外の

ものも活用して、児童に提示することとした。本意な

ら、先述したICT 機器や図書､ 実物､ 博物館等､様々

なものを情報源として活用するべきなのだが 時間が

限られていることから、本研究では教師が作成する資

料における工夫に留めることとした。

最後に笠井（2011）からは、笠井が行った手立ての

「秘資料を読み取る力を児童に分かりやすい言葉で提

示する」を活用する。笠井は資料を読み取る力を表1

のように児童に3 段階にして示している。

表1　 笠井(2011) が児童に提示した3 段階

①（頭立） �資料を活用し量にこだわる

秘（中位） �資料を活用し質にこだわる（事実を根

拠にして自分の考えをもつ）

③（高位） �資料を効果的に活用する（複数の資料

をつなげたり比べたりして自分の考え

をもつ）

これを参考にして筆者が作成した資料を読み取る能

力を3 段階に区分した表（表2 ）を児童に提示する。

表2　 筆者が児童に提示する3 段階

①（低位） �資料に書かれている事実をまとめる

②(中位） �資料を根拠として白分の考えをもつこ

とができる

③（高位） �いくつかの資料をつなげたり比べたり

ナることで自分の考えをもつ

このようにするごとによって、児童がどのようにし

て資料の読み取りを進めていけばいいのかをイメージ

しやすくした。

Ⅲ　本研究における授業デザイン

1　 本研究で扱う実践の単元と単元の目標

本実践では、単元「明治の国づくりを進めた人々」

を扱うこととする。授業の展開の場面で、その時間で

扱う人物の功績とその背景に関する資料などを提示す

る二とて、なぜその人物がそれを行おうと考えたのか

を児童に考えさせる。
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2　 実践を行った学級の児童の実態

実践研究を行ったA 市立B 小学校の6 年C 組は男子

20 名、女子19 名の学級である。社会科に関するアン

ケート調査を事前に行ったところ、以下のような姿を

読み取ることができた。

・社会科の授業が好きな児童が多い。

・資料の読み取りが好きな児童のほうが少ない。

・社会的事象から、それに関わることを想像するこ

とを苦手とする児童が多い。

・社会科を暗記科旧と考える児童のほうが多い。

以上のことから、本実践を行った学級の児童には、

社会科の授業に関心をもつ児童が多い一方、資料を読

み取ることに対して抵抗感かおり、資料活用能力はま

だ十分に育ってはいないという実態があると考えられ

る。

3　 実践の計画

児童の実態を考慮し、ます、問題解決型の学習形態

で行おうと考えた。これは資料を読み取る目的を児童

にもたせやすくするためである。授業の中でその1 時

間をかけて追究していく課題を設定し、それを解決す

るために資料を読み取らせることを意識させようと考

えた。さらに、読み取ったことを基にして自分なりの

考えをもたせ、考えたことを問題解決の場面で交流さ

せることで、他者の資料を読み取るときの視点や他者

の考えにふれさせることができると考えた。そのよう

にすることによって、児童それぞれの資料の読み取り

の能力を向上させたり、深化させたりすることができ

ると考えた。

次に、以子のような手立てを考えた。

①単元のすべての時間で、資料を読み取る時間を設

ける。

秘配布する資料の中に課題解決に必要な知識を令て

盛り込む。

③配布する資料に補助発問を盛り込む。

①児童が自分の段階に合った資料を選択できるよう

にする。

以子では、上記の四つを実践計画の中に盛り込んだ

理由を述べる。

ます、手立て①についてである。これは、児童の資

料活用能力を向上させるためには、資料の読み取りに

慣れることを第一に目指ナベきだろうと考え、設ける

こととした。そのため、可能な限りすべての授業時間

の中で児童が資料にふれることができる時間を設ける

ことを計画に取り入れた。

次に手立て秘についてである。これを設けたのは児

童が知識を獲得する機会を保障するためである。第2

章で述べたように、時間数の都合から多くの情報源を

活用することはできない。そのため、その授業内でお

さえるべき歴史上の重要な人物や、出来事とその内容

また、この資料は三つのテーマで構成することを留

意した。これは第2 章でふれたように資料活用能力の

定義から、資料の読み取りの能力は、資料の分析や批

判の能力と関係があると考えたからである。読み取り

能力が低い児童には、分析が最も容易である資料を与

え、表2 にある事実をまとめるレベルの読み取りを行

わせることとした。そして、読み取り能力が高まるに

つれて児童が多面的・多角的に考察することができる

ように資料を工夫した。資料は松本(2010)を意識し、

教師が多様な媒体から文字資料ばかりではなく、絵や

写真、グラフ等、多様なものを川意することとした。

このようにして、その授業時間における一つの課題

を資料の中に記載することで、問題解決に必要な知識

の定着を図った。

次に手立て③についてである。この手立てを設けた

理由は、資料を読み取ることができたとしても、読み

取って得た情報をどのように課題の解決に活用すれば

いいのかがわからない児童や、資料からどのようなこ

とを読み取れば課題を解決することができるのかがわ

からない児童の存在を考慮したからである。このよう

に資料に課題の解決にかかわる補助発問を設けること

で、前者の児童は得た情報の活用の仕方の指針を得る

ことができ、後者の児童はどのようなことを資料から

読み取ればいいのかという指針を得ることができるの

ではないかと考えた。

最後に手立て④についてである。これは児童の資料

を読み取る能力には個人差があったため設定した。こ

の実態を受けて、自分の能力に合わせて児童が読み取

る資料を[で]分[yl身で選択できるようにすべきだと考え、

先述の丁立て③と合わせて図1 のようにA4 用紙1

枚に教師が作成する資料を構成することを計画した。

テーマ1 � テーマ2 � テーマ3

※読み取りの

能力が低位

の児童向け �

※読み取りの

能力が中位

の児童向け �

※読み取りの

能力が高位

の児童向け

人物と出来事

のみの資料

↓

事実をまとめ

るレベル �

人物と出来事

に、図を追加

した資料

↓

資料を根拠と

して自分の考

えを持つレベ

ル �

グラフや写

真、図による

資料

↓

資料をつなげ

たり比べたり

することで自

分の考えを持

つレベル

＊考える例 �＊考える例 �＊考える例

図1　 児童に読み取らせる資料のイメージ図
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に対して三つのテ－マから読み取らせたり、他者と意

見を交流させることで物事を多面的・多角的に見たり

考えたりする視点を児童に身につけさせようと考えた。

Ⅳ　実践の内容

1　 実践内容の概要

実践期間：　平成29年10月2日～10月27日

実践学年：　6 年C 組（男子20 名、女子19 名）

実践単元：　 「明治の国づくりを進めた人々」

（全7 時間）

2　 各授業時間内における資料を扱った学習活動内

容とその目的

(1)  1 時間目

1時間目は教科書に載っている江戸時代末期の日本

橋周辺の絵（図2）と明治時代初期の日本橋周辺の絵

（図3）を提示し、「この二つは同じ場所の絵なのです

が、この中で違いをできるだけ多く探しましょう」と

発問して二つを比較させ、それらにどのような違いが

見られるかを児童に探させた。

図2　 江戸時代末期の日本橋周辺の絵

図3　 明治時代初期の日本橋周辺の絵

この活動を通して、児童に一つの資料について時間

をかけてじっくり見ることや、二つの資料を比較して

相違点に気づくことに慣れさせた。

その後、見つけた違いや共通点を全体で交流させた

後、なぜそのような変化があったのかについて、その

原因を自分なりの想像で記述をさせた。この活動を通

して、表2 の秘の段階にあたる記述の練習を全員にさ

せた。

（2 ）2 時間目

2時間目は児童が資料を扱う時間を設けることがで

きなかった。その理由は、この時間がこの単元全体を

貫く課題を設定する時間であり、資料を読み取る活動

を取り入れることが授業の目標にそぐわなかったと判

断したためであった。そのため、この授業では児童に

資料を読み取らせたり、それを基に考えさせたりする

活動を設けることができなかった。

(3)  3 時間目

3 時間目はます、導入の部分で表2 にある三つの資

料の読み取り能力の段階を児童に示し、資料の読み取

りを頑張ってほしいと伝えた。その後、図1 のイメー

ジ図に従って作成した資料（（叉14）を提示し、問題解

決型の授業形態で進めた。ます、本時の課題を「なぜ

汪戸幕府はほろんだのかを考えよう」と設定した。

図4　3 時間目で児童に読み取りをさせた資料

この資料を、「武士の動き」「外国の接近」「人々の生

活へのえいきょう」という三つのテーマに区分した。

その資料を読み取らせ、それを基に本時の課題につい

て児童に考えさせることによって、それぞれのテーマ

から「武士が今の日本のままでは欧米の国々に武力で

勝つことができないと考えたこと」や、「外国が接近し、

その力の差を幕府の役人が感じたことによって開国へ

と向かったこと」、「物価の上昇や外国の接近によって、

民衆の申で幕府に対する不満や不信感が肥大していっ

たこと」といった当時の人々がもったであろう考えや

人々が感じたことなどを児童に読み取らせ、考えさせ

た。

（4 ）4 時間目

4 時間目も同様に資料を掲示し、児童に資料の読み

取りをさせた（図5 ）。
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図5　4 時間目で児童に読み取りをさせた資料

ここでは、本時の課題を「政府がどのようなことを

行ったのかを調べよう」と設定し、殖産興業、徴兵令、

地租改正の三つの改革に関する資料を提示した。その

後、ます、三つの改革がどのようなものであったか、

全体の場で本時の課題の解決に必要な知識としておさ

えた。そして、その資料を基になぜ明治新政府はそ

れらの改革を行おうと考えたのかについて自分なりに

考えさせ、それを交流させた。それにより、いすれの

改革も口本をより豊かで武力の強い国に成長させたい

という目的があったことに気づかせ、その背景には前

時で学習した「武士が倒幕しようと考えた理由」であ

る、「今の日本では欧米の国々に勝てない」という考え

につなけさせた。

（5 ）児童の実態による授業デザインの変更

4 時間目の終了時点て、児童間にこれまでの学習内

容に関する知識の定着の度合いに大きな差が見られた。

また、資料を基に考えることに対する個人差がかなり

人きいことや、教師の発問に対して児童が何をすれば

いいのか、教師に何を求められているのか、何につい

て考えればいいのかがわがらなかったがために、低位

の児童の中には何も記述できすに授業を終える児童が

数名見られた。そのため、5 時間目以降は資料の活用

を中心とする授業ではない方向へと転換する必要があ

ると考えた。これを受けて、5 時間目以降では、授業

の大半を知識の習得に費やし、授業の中で一つのみ資

料を読み取らせるような発問を入れるという授業の流

れに変更した。

(6)  5 時間目

5 時間目は士族の反乱と自由民権運動について扱っ

た。前半は士族の反乱について、西郷隆盛や西南戦争

を中心に学習した。その後、板垣退助と白由民権運動

についての知識をおさえた後、教科書に記載されてい

る図6 の絵を見て、弁士と警官、聴衆の3 つの立場の

人物がそれぞれどのようなことを主張しているのかに

ついて考えさせた。

図6　5 時間目で児童に読み取らせた資料

ここでは自由民権運動が活発になっていく中で、国

がその広がりを規制しようとしていたことを正しく理

解できていなければそれぞれの立場の人物が言ってい

ることを考えることができない。そのため、自由民権

運動について本時の学習内容を理解することができた

かどうかを見るために、半時のまとめとしてこのよう

な活動を設けた。

（7 ）6 時間目

6 時間目は国会開設と大日本帝国憲法について扱っ

た。前手では伊藤博文今大日本帝国憲法が作られるま

での歴史的な流れを知識として学習した。その後、教

科書に記載されている「大日本帝国憲法の主な条文」

を見て、「大日本帝国憲法の特徴は何だろう」と発問を

し、児童に読み取らせて考えさせた。この活動を通し

て、大日本帝国憲法の条文の特徴を児童に考えさせる

ことで、伊藤博文らがどのような日本を目指していた

のかについて考えさせた。

（8 ）7 時間目

7 時間目は単元のまとめを行った。ここでは、図7

のワークシートを活用した。ます、授業の前半ではこ

の明治時代の単元で扱った人物だもの人物相関図の作

成を児童にさせた。これは人物相関図を作成する中で、

教科書などを見ることによって、半単元を通して学習

したことを振り返り、後半の学習に繋げるために児童

に取り組ませた。
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図7　7 時間目で配布したワークシート

その後の後半部分では「その人物相関図の中から今の

日本ができるために一番大切だと思う人物を1人選び、

その理由を書こう」と発問をして取り組ませた。その

ときに教科書やノート、資料集、及びそれまでに配付

した教師の自作資料を活用させ、人物の選択や理由の

記述をさせた。この活動を通して、教科書をけじめと

する資料に書かれている情報を基にして自分の考えを

まとめることができるかどうかを見た。

V 実践における児童の様子

この章では3 名の抽出児におけるノートの記述を見

て、その内容から児童の考えや視点などについて変容

を見ながら考察をしていく。各単位時間で児童がどの

ような発問に対して資料を読み取り、学習活動に取り

組んだのかを表3 に示す。

表3　 各授業時間内の資料を扱った学習活動や発問

時間 �資料を扱った学習活動や発問の内容

1 �江戸時代末期の日本橋の絵と明治時代初期

の日本橋の絵を比較し､どのような違いがみ

られるのかを探させた。その後、そのように

変化した原因を自分なりの考えで予想させ

た。

3 �なぜ､ 江戸幕府が滅んだのかについて、教師

が作成した資料を読み取らせ、考えさせる。

4 �なぜ､明治新政府は地租改正などの改革を行

ったのかについて、資料を読み取らせ､ 考え

させる。

5 �絵に描かれている弁士､ 警官､ 聴衆がそれぞ

れ主張していることを想像して自分なりの

言葉で考えさせる。

6 �大日本帝国憲法にはどのような特徴がある

かを主な条文から読み取らせる。

7 �明治時代に扱った人物の中で､今の日本がで

きるために一番大切だと思う人物を選び､こ

�れまでの学習を基にしてその理由を書かせ

る。

こ 二では単元の1 時間目と、第2 章で述べた計画の

よ うに授業が進行した3 時間 目と4 時間目、そして単

元のまとめである7 時間目の記述から児童の変容につ

いて見ていく。その際、表2 を抽出児の記 述を見る視

点の中心にして考察する。

また、抽出児 につい ては、単元開始前に自作による

「社会科（歴 史）についてのアンケート」で、「グラフ

や表、教科書の文章 といった資料を読みとるこ とは好

きだ」とい う項目に対す る回答を参考に選んだ。また、

それぞれ の抽出児は同アンケート 「社会科の学習で難

しい と思 うことは何です か」とい う質問に対して以 子

のよ うに答えていた。

表4　 抽出児について

�資料読み取り � 難しいこと

児童A �全く好きではない �・人々出来事等を覚える

こと

・グラフや表などの資料

を読みとること

児童B �どちらとも言えない �人や出来事等を覚えるこ

と

児童C �とても好きである �関わる人々の願いや考え

た事を想像すること

1　 児童A

(1)  1 時間目

1 時間目では児童A は図8 のように記述した。

図8　1 時間目の児童A の記述（原文のまま）

この記述から、児童A は建物の外観や写真全体の明

るさなど、写真の中で大きな部分や全体の雰囲気に注

目をして違いを探したことがわかる。また、その後の

なぜそのような変化が起こったのかとい う原因に対す

る予想を記述することはできていない。このことから。

「①資料に書かれている事実をまとめる」ことはある

程度できているものの､「秘資料を根拠として自分の考

えをもつこと」はできなかった。
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(2)  3 時間目

3 時間目では児童A は図9 のように記述した。

図9　3 時間目の児童A の記述（原文のまま）

この記述から、児童Aはテーマ②「外国の接近」を

読み取り、江戸幕府の滅亡の原囚はペリーと戦ったこ

とが関わっているとい う史実と異なったことが、江戸

幕府が滅んだ原因と考えていることがわかる。また、

資料に書いてあることと異なることを記述しているこ

とから、児童A は資料に書かれていることを正確に読

み取ることができなかったことがわかる。そのため。

「①資料に書かれている事実をまとめる」の段階にも

達していないと考えられる。

(3)  4 時間目

4 時間目では児童A は図10 のように記述した。

図10　4 時間目の児童A の記述（原文のまま）

これを見ると、地租改正、殖産興業については、そ

の改革が実施されたことでどのような変化が起こり、

その変化によって日本にどのような影響があったのか

について記述しようとした姿勢が見られる。徴兵令に

ついては江戸時代の事のみが書かれており、明治での

変化や日本への影響は書かれていない。このことから、

十分ではないものの「秘資料を根拠として自分の考え

をもつこと」はできたように思われる。しかし、それ

ぞれの内容を詳細に読み取ることはできていないと考

えられる。

（4 ）7 時間目

7 時間目では児童A は図11 ように記述した。

図11　7 時間目の児童A の記述（原文のまま）

これを見ると、児童Aは資料の記述を根拠にして自

分の考えを書いてはいるか、なぜ今の日本ができるた

めに板垣が必要だったのかについて記述できていない。

このことから、「②資料を根拠として自分の考えをもつ

こと」の段階に達しているように思われる。

また､図12のように、「単元のまとめ」を書く欄に、

本時の感想として他者の視点にふれたことについて記

述している。このことから、児童Aは7時間目の中で

物事を多面的にとらえる視点を手に入れたのではない

かと考えられる。

図12　 児童A の単元のまとめの記述（原文のまま）

（5 ）児童A の資料読み取り能力の変化のまとめ

児童A の資料を読み取る能力の段階の変化は、①→O

（①の段階にも達していなかった）→秘→秘となっ

た。また、最後の時間のみではあったが、他者と意見

を交流させることによって物事を多面的・多角的に見

たり考えたりする視点を、児童A は手に入れたようで

あった。

2　 児童B

(1)  1 時間目

TL時間目では児童B は図13 のように記述した。

図13　1 時間目の児童B の記述（原文のまま）

これを見ると、児童Bは色や建物の比較ができてい

ることから、資料全体だけではなく、二つの資料に共

通して存在しているものを比較することができたとい

える。また、その後の変化の原因の予想を見ると、「外

国の文化がさかん」「貿易」「鎖国がおわった」など、

本時の学習内容を踏まえていることから、「秘資料を根

拠として自分の考えをもつこと」ができているように

思われる。
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(2)  3 時間目

3 時間目では児童B は図14 のように記述したo

図14　3 時間目の児童B の記述（原文のまま）

これを見ると、児童B は資料のテーマ1 に記載され

た補助発問を基に江戸幕府が滅んだ理由を考えたこと

や、資料に書かれた歴史的な事実に関する記述はある

が、それがなぜ江戸幕府の滅亡に影響があったのかと

いう自分なりの考えが書かれていないことがわかる。

このことから｢①資料に書かれている事実をまとめる｣

の段階であると言える。

(3)  4 時間目

4 時間目では児童B は図15 のように記述した。

図15　4 時間目の児童B の記述（原文のまま）

これを見ると、地租改正については記述がなかった

ものの、殖産興業と徴兵令を行ったことによって、日

本にどのような影響があったのかということについて、

自分なりの考えが記述されていることがわかる。この

ことから、十分ではないものの「②資料を根拠として

自分の考えをもつこと」の段階の記述ができていると

考えるo

（4 ）7 時間目

7 時間目では児童B は図16 のように記述した。

図16　7 時間目の児童B の記述（原文のまま）

これを見ると、児童Bは板垣の功績とその後の影響

を踏まえて自分の考えを記述することができたといえ

る。このことから十分ではないものの「秘資料を根拠

として自分の考えをもつこと」の段階の記述ができて

いると言える。

（5 ）児童B の、資料読み取り能力の変化のまとめ

児童Bの資料を読み取る能力の段階の変化は、秘→

①→秘→秘となった。しかし、いくつかの資料を比較

したり､他者と意見を交流させたりすることによって、

物事を多面的・多角的に見たり考えたりする視点をも

つことができたかどうかについては、記述内容から読

みとることはできなかった。

3　 児童C

(1)  1 時間目

1 時間目では児童C は図17 のように記述したo

図17　1 時間目の児童C の記述（原文のまま）

この記述の前半部分を見ると、この児童は二つの絵

で変化があったものだけでなく、どちらか一方の絵の

みに描かれたものに対しても注目して相違点を記述し

ていることがわかる。変化したものを探ナより、どち

らかにのみ描かれているものを探チ方が困難なことか

ら、児童Cは2つの資料を児童Aや児童Bと比較する

と、より細かに本時の資料を読み取ることができたと

考えられる。

また、その後の変化の原因の予想の記述を見ると、

「外国の文化がとりいれられた」というこの時間の学

習を踏まえた記述が見られることから、「②資料を根拠

として自分の考えをもつこと」の段階の記述ができて

いると言うことができる。

(2)  3 時間目

3時間目では児童Cは図18のように記述した。

図18　3 時間目の児童C の記述（原文のまま）



この記述を見ると、児童Cは資料に書かれた事実を

踏まえて自分なりの考えを記述することができたこと

がわかる。このことから、この児童Cの記述は、「②資

料を根拠として自分の考えをもつこと」の段階の記述

であると言える。

(3)  4 時間目

4 時間目では児童C は図19 のように記述した。

図19　4 時間目の児童C の記述（原文のまま）

この記述を見ると、児童Cは徴兵令が出された理由

について、前時の学習内容と関連付けて考えて記述す

ることができたと言えるOこれは、前時の資料のテ－

マ1 から得られた江戸幕府が滅んだ理由と、本時の資

料のテーマ3 とをつないで得られた考えである。この

ことから、この児童C の記述は「③いくつかの資料を

つなげたり比べたりすることで自分の考えをもつ」の

段階の記述であると言えるO

（4 ）7 時間目

7時間目では児童C は図20 のように記述した。

図20　7 時間目の児童C の記述（原文のまま）

この記述から、児童C は木戸の功績を踏まえて自分

なりの理由を書くことができたと言える。しかし、い

くつかの資料から得た情報を比較したり関連付けたり

することによって木戸を選んだ理由を記述することは

できなかった。このため、この児童C の記述は「秘資

料を根拠として自分の考えをもつこと」の段階の記述

であると言えるO

（5 ）児童C の、資料読み取り能力の変化のまとめ

児童Cの資料を読み取る能力の変化は、②→②→③

→②となった。また、4時間目で複数の資料を比較し

て、物事を多面的・多角的に見たり考えたりする視点

をもつ二とができていた。

VI　成果と課題

1　 研究の成果

（1 ）児童の資料を読み取る能力が向上したかどうか

について

こ二では､第5章における抽出児の様子の分析から、

「児童の資料の読み取る力が向上したかどうか」につ

いて分析し、その原因を考察する。そこから、児童A

は向上したと考えられるが、児童B 及び児童C につい

ては、ほぼ変化がなかったと考えられる。

児童Aは、手立て③「配布する資料に補助発問を盛

り込む」が、児童Aの資料をどのような部分に着目し

て読み取ればいいのかという指針となったため、資料

を読み取る能力が向上したのではないかと考えられるO

一方、児童B 及び児童C については、手立て③の内

容が彼らにとっては簡単すぎたことや、その補助発問

があったため、児童が資料を見る視点の画一化をまね

き、その変化がなかったのではないかと考える。また、

本実践では1 単元しか実践しておらす、その中で授業

デザインの変更があったことも児童B 及び児童C の資

料を読み取る能力が向上しなかった要因の一つだと考

えられる。

（2 ）「児童が自己の資料を読み取る能力の向上を実

感したかどうか」について

ここでは児童が「自己の資料を読み取る能力の向上

を自覚することができたかどうか」について、事後ア

ンケートの「Q4　明治時代の学習をする前と比べる

と、資料の読みとり方が前よりもわかったというあな

たの自信が高まったと思いますか。」という質問に対す

る児童の回答を中心に抽出児と学級全体から分析する。

ます、抽山児だが、児童A が「全く当てはまらない」、

児童B が「少ししか当てはまらない」、児童C が「少し

当てはまる」と回答している。

向上した児童Cの事前アンケートと事後アンケート

を見ると、児童Cは、もともと社会科の学習が好きで

高い関心かおり、事後アンケートでもそれが変化しな

かったと回答している。また、事後アンケートの「こ

の単元を通して資料を読み取ることに対してどのよう

なことを感じましたか」という質問に対して、難しさ

を感じながらも、それを楽しみながら取り組むことが

できたと回答している。これらのことから、児童C は

資料を読み取ることに対して否定的な印象をもってい

なかったと考えられる。

次に、児童Aと児童Bについて見ていく。この2人

のアンケートの回答を見ると、①社会科の学習がよく

わからないと回答していること、秘資料を読み取る能

力が向上したと全く思っていないこと、③やり方がよ

くわがらなかったことや、次々に人物が出てきたこと

に対して困惑したという回答があったこと、①資料を

読み取ることに対してさほど関心がないことという四
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点が2 人に共通していると分かった。しかし、児童A

はその能力が向上し、児童Bも「②資料を根拠として

自分の考えをもつ」に位置していることから、ある程

度の資料を読み取る能力は身についていたと言える。

しかし、それを周囲から認められることがなかったた

め、自分に自信をもつことができす、このように回答

したのではないかと思われる。

次に、学級全体について見ていく。 Q4 の質問に対

する児童の回答は図21 のような割合となった。（「5

よくあてはまる」、「4　 すこしあてはまる」、「3　 ど

ちらともいえない」、「2　 すこししかあてはまらない」。

「1 まったくあてはまらない」）

５　４　３　２　１

4　5　10  9 

11

図21　 事後アンケートのQ4 への児童の回答の割合

このことから、半数以卜の児童が、自分の資料を読

み取る能力の向上を実感することができなかったと同

答したことがわかる。また、事前アンケート・事後ア

ンケートの「Q1　社会科の授業は好きだ」という質

問への回答と関連づけると、Q4で「5　よくあては

まる」、「4　すこしあてはまる」と回答した児童9名

のうちの7名は、それぞれのQ1でも「5　よくあて

はまる」、「4　すこしあてはまる」のいすれかに回答

をしている。このことから、自己の資料を読み取る能

力の向上を実感できた児童のほとんどは、この実践以

前から社会科に高い関心があり､学習への理解も深く、

それが実践後も変わらなかった児童だったといえる。

そのため、本実践では、元々社会科の関心が高かった

児童の一部に対してのみ自己の資料を読み取る能力の

向上を実感させることはできなかったと考えられる。

2　課題

本研究では、一部の児童の資料を読み取る能力を向

上させることができた。また、一部の児童に資料を読

み取る能力の向上を実感させることができた。このこ

とを受けて、本研究の課題を述べていく。

一つ目は補助発問のあり方である。先述した通り、

補助発問を資料に記載したことで高位・中位の児童に

は、資料を見る視点の画一化をまねいたため、高位・

中位の児童に変化はあまり見られなかった。そのため、

徐々に補助発問を減らすなどの手立てを行うことで、

児童が様々な視点で資料を読み取り、それを他者と交

流するなかで多様な資料を読み取る視点にふれること

によって、児童の資料を読み取る能力が向上していく

のではないかと考える。

二つ目は教師の声掛けである。児童A は自己の資料

を読み取る能力が向上しているにもかかわらす、その

実感を得ることができなかった。そのため、教師から

認められるような声掛けが必要だったと思われるO そ

の声掛けにより、自分の資料の読み取り方が正しいの

だと実感でき、その児童の資料を読み取る能力の向上

を実感することができるようになるのではないかと考

える。

Ⅶ　今後の展望

本実践では、小学校社会科の1 単元における実践の

結果のみを分析した。今後は社会科における様々な分

野において、複数の単元を通しか実践を行い、その結

果を分析する必要があると考える。また、小学校の学

級担任の多くは他教科の指導も併せて担当することが

多い。そのため、他教科においても児童の資料を読み

取る能力を育成していきたいと考える。
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